バーチャルインタビュー｢谷澤先生に聞く｣
―谷澤先生お久しぶりです。お元気でお過ごしでしょうか。
＜谷澤＞
　いやあ、田中君、元気かい？久しぶりだ。我輩は、元気そのものだ。こちらの世界は、病気はないんだ。ところで、突然何だい？君と最後に会ってから２０年近くは経つだろう。

君こそ元気かい？

―まあ、元気にやっています。今年で清流１４回生は、６２、６３歳になります。

＜谷澤＞

　そうすると、我輩の年齢に近づいてきた。友達みたいなものだな。こちらの世界は、歳をとらないんだよ。もうすぐ君たちに我輩は抜かれそうだ。実に愉快なことだ。
―実は、われわれ同級生が、インターネットで同窓会を開催しています。そこで、谷澤先生にインタビューをして、みんなに先生の元気なお姿とお話を披露したいと思いまして・・・
＜谷澤＞

　インターネットとは何のことだい？わからんなあ。
―インターネットの説明は難しいですね。うーん、先生は漢文がご担当でしたから、中国語で｢電網｣とか｢因特網｣と言うらしいですが。

＜谷澤＞
　それは、新造語だよ。わからん。また、最近こちらの世界にやってくる人に聞くことにする。進めてくれ。
―それでは早速、インタビューをさせていただきます。先生は、何歳になられましたか。
＜谷澤＞
　田中君、最初から愚問だよ。こちらの世界は、不老不死なんだ。我輩は７０台のままだ。

―あっ、申し訳ありません。調子が狂いますね。どう質問すればよいのか。
先日は、井澤先生にインタビューをさせていただきました。それを｢瓦版｣に載せています。
＜谷澤＞
　瓦版？なんだね。それは・・・。ところで、井澤先生は元気かい？確か井澤先生とは１０歳違いだが・・・。
―元気そのものですよ。８３歳になられて未だにゴルフをやられています。

＜谷澤＞
　ゴルフ？イギリスの貴族がやるスポーツではないのか。井澤先生はそんな趣味があったかな。シグマ、シグマで数学一辺倒じゃなかったのかね？
―調子が狂います。何をどう質問してよいのか、完全にパニック状態です。
＜谷澤＞それなら、我輩から質問をしてみよう。１０年以上前に大地震があったが、大丈夫だったのか。
　
―加古川近辺は比較的影響が少なくて済みましたが、阪神地区は、言葉で言い尽せぬほどの被害がありました。
＜谷澤＞それは、聞いている。大変気の毒な目にあった人から随分話を聞かせていただいた。復興も進んでいるようだね。
―話は変わりますが、先生に漢文を教えていただきましたが、先生のあの朗々とした漢詩の朗詠が大好きでした。｢静夜思｣の｢ショウ前月光を看る　疑うらくは・・・・・・・｣などは有名ですし・・・
＜谷澤＞

　ショウ前月光を看る

　疑うらくは是れ地上の霜かと

　頭を挙げて山月を望み
　頭を低れて故郷を思う
　李白の詩だ。李白先生にもお会いしたことがある。色々な立派な人とお会いできるので本当に楽しい。
―久しぶりに先生の朗詠をお聞きし感激しました。「李下に冠を正さず」、「天網恢恢疎にして漏らさず」とか、よく覚えています。
＜谷澤＞
　君子は未然に防ぎ
　嫌疑の間に処らず
　瓜田に履を納れず
　李下に冠を正さず
　嫂叔は親授せず
　長幼は比肩せず

　労して謙なればその柄を得

　和光は甚だ独り難し

　まだまだ湧き出てくるがこの辺にする。

―話はかわりますが、東校時代は、谷澤先生をはじめ憲兵のような先生が何人もおられましたね。

＜谷澤＞

　そのとおりだ。戦後の荒れた時代に学校の風紀を守り伝統を保つ為に、加古中のOBで愛校心の強い先生を集めたのは事実だ。まさに、質実剛健を守るためにね。

―我々の高校時代の修学旅行は、男女別々で寂しい思いをしましたが・・・。男子が１日先の出発ですから、旅館の押入れに、置手紙をしたこともあったようです。もう、隔世の感がありますね。
＜谷澤＞

　それは悪かった。しかし、十五回生からは、男女一緒に行くようにした。

何しろ、男女席を同じくせずの風潮の時代だったからね。また、昭和23年に加古川西高校（女子高校）と職員生徒を折半交流したが、色々な意見があり別々になったということだ。それ以後、生徒会からだんだん要望がでてきて実現したということだ。
―ところで、また話がかわりますが、先生は、いろいろな人に自分で出会えていいですね。ところで、ヒトラー総統なんかにも出会われましたか。

＜谷澤＞

　何を言っているんだ。彼は地獄にいる。我輩は天国にいるから彼と会うことはない。

―失礼いたしました。ところで、先生の居られるところは、時間や長さが我々が感じる時間や長さと全く違う概念のところにおられるようですね。アインシュタインの相対性理論（？）のようではないのですか。
＜谷澤＞　

　難しいことを聞くね。アインシュタインさんにはまだ会ってないのでね。彼はユーモアはあるが、皮肉屋らしいね。会おうと思えば瞬時に会える。光速の速さでね。日本語で会話もできる。
―こちらの話ですが、日本では、高齢化社会や人口の減少が大きな問題になっています。どうお考えですか。
＜谷澤＞
　高齢化については、こちらも基本的には同じなんだ。そちらの世界からこちらの世界にこられる年齢は一緒だからね。しかし、こちらは不老不死だから実は何百億、何千億の人がいる。人口は増加する一方なのだ。しかし、時間は停止し物理的空間は必要ないから問題にはならない。何せ数百万年前の人類誕生以来からだから、凄いぞ。

―人類誕生以来ですか。凄いことですね。やはり我々の世界と違うのですね。ちょっと変わった話では、最近中国や韓国との関係がギクシャクしています。周恩来や鄧小平さんには会われましたか。

＜谷澤＞

　随分前に会って話を聞いたことがある。お二人は、未来志向だから現在の状況を苦々しく思っておられるようだ。本当は、お二人は欧州の留学経験があり、我輩の直感だが、最終的には中国の民主主義への移行を腹の底で願っておられたように思う。ただ、毛沢東の絶対専制の時代だから口が裂けても言えなかったのではないのかなあ。
　中国の民主化の進展が日中間の将来の解決策になると思う。

―いやあ、ありがとうございました。現在の両国の政治家に聞かせてあげたいですね。
＜谷澤＞

　そちらの世界には問題があるが、こちらの世界には問題が一切ないのだ。
田中君、もうそろそろこちらの世界にきたらどうだ。面白いことが一杯あるぞ。

―ありがとうございます。できるだけ早く・・・。いやあ、危ない。危ない。出来るだけゆっくり、適切な時期に行かせていただきます。
その時はよろしくお願いいたします。この内容は漏れなく、インターネットの瓦版に早速載せさせていただきます。ありがとうございました。

＜谷澤＞
　また、分からんことを言う。しかし、我輩は誰にでも会って聞くことができるから心配してもらう必要はない。
　それでは、皆さんによろしくお伝えください。束の間の「さらば」とする。

《田中均の独り言》
　久しぶりに谷澤先生にバーチャルの世界でお会いすることができました。今、頭の中が一杯になり、混乱し、顔まで紅潮しています。

　皆さん方を少しでも谷澤先生の思い出の世界に誘導することができましたなら嬉しく思います。ご靜読ありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　（終）
